
＜学校教育目標＞ 

＜めざす生徒像＞ 

○ああいさつができる生徒 ○そそうじができる生徒 ○ぶ部活動・習い事を頑張る生徒 

○べ勉強を頑張る生徒  ○し進路を切り拓く努力をする生徒 

心身ともに健全で 未来を築く たくましい力をもつ生徒の育成 
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１２月１日（金）  

 本校は千葉県の学校人権教育推進校です。 

そのため、人権教育に非常に力を入れています。１年間を通して、各学級で人権

について学び、考えます。その中で、１人ひとりが人権作文や人権メッセージを

作成します。 

この度の人権集会では、今年度の優秀作品（学級代表作品）が披露されました。

それぞれの作成者が、作文やメッセージに込めた思いを直接全校生徒に伝えてく

れました。優秀作品の中から、作文は各学年１つずつを学校代表として選び、メ

ッセージについては、最優秀作品を１つ決定しました。 

 また、校長先生のお話の中では、２０１４年、沖縄終結戦の追悼式典で当時小

学３年生の男の子が平和を願って読んだ詩「空はつながっている」が紹介されま

した。小学生の素朴な思いを読み、心を動かされたこと、改めて「人の命の大切

さ」「人への思いやり」「人権への意識」について考えてもらいたいと思い、紹

介した、といったことがお話されました。現在、その詩は愛知県の高校生が英訳

し、イラストを描き、映像化して配信されているそうです。 

 集会の後は、５月の生徒総会で行われた 

「さしみ宣言」の署名が行われました。全 

員が「さしみ宣言」の言葉の意味をよく考 

え、毎日を過ごして欲しいと考えます。   

【作品紹介】 
◎作文の部 
学校代表 「外国人の差別」       １－２  
     「私の中の変化」       ２－３  
     「これ以上傷つけないように」 ３－３  
優秀作品（名前のみ） 
１－１           １－３           ２－１  

２－２           ３－１           ３－２  
 
◎メッセージの部 
最優秀賞 
「この現状 あの惨状 この世界のどこかの 誰かの悲しさ あの子の願い 
 知ったなら 手が届かなくとも考えて 見て見ぬふりは一番の罪」 ３－１  

優秀作品 
「大丈夫だから 私に見せて 仮面の裏側」                   １－１  

「過去は変えられなくても 未来は変えられる 進もう前へ」       １－２  

「『私はあなたの見方だよ』 その一言があたたかい 今度は私が言う番だ」１－３  

「見えてない 心に刺さった 言葉の矢 消しても消えない 傷の跡」    ２－１  

「目を向けて 探しに行こう 助けよう 誰のために 何ができるか」    ２－２  

「『助けて！』と言わせるのではなく『大丈夫？』とよりそう世界へ」  ２－３  

「なやんでない？ だいじょうぶ？」                 ３－２  

「『あたたかい心』ってどんなもの？ 『それは○○○○○です。』」    ３－３  

３人の作文を「全
国中学生人権作

文コンテスト千葉
県大会」に学校代
表として応募しま

した。 



 

１２月５日（火）、６日（水）、７日（木）

毎年恒例（？）の書き初め教室、今年も学年ごとに国語の時間に行いました。寒い体育
館での実施でしたが、子どもたちが集中して、黙々と取り組む姿が印象的でした。 
 

 

 

 

  

 

 
 

 
 

                        

冬季休業中の電話対応について 
土、日、祝日及び平日夜間（午後４時３０分から午前８時）は「学校転送電話」の対応 

とさせていただきます。（課業中と時間が変更になっておりますので、ご注意ください）   

この間の緊急時については、下記の災害時用の携帯電話におかけくださいますようお願いいたします。 

災害時用の携帯電話（   －    －    ） 

○空直期間（12 月 28 日(木)～1 月 4 日(木)）の緊急時の連絡については、上記災害時用携帯電話または

佐倉市教育委員会学務課（４８４－６２１９、受付時間 9:00～17:00）にご連絡ください。 
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わずか１７日間の冬休みですが、子どもたちには、規則正しい生活を送り、エネルギーを充電して、年

明けの学校生活に備えてもらいたいと考えております。１月９日、元気な姿で登校してくれることを楽し

みにしています。                                 （校長） 

令和５年度 全国学力・学習状況調査結果について 
 ４月１８日に３年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査の結果が文部科学省より公表されました。
本校の結果及び今後の改善策についてまとめました。 
＜国語に関する調査結果について＞ 
領域では『話すこと、聞くこと』『書くこと』がほぼ県平均であるが、『読むこと』が県平均を下回った。

授業の中で漢字や文法のテストを定期的に行っており、基礎的な知識が身についている。今後は、身につ
けた知識を活用し表現する力を高めていきたい。この力は、国語科だけにとどまらず、どの教科において
も必要な力である。言語活動を通して、それらの力を身につけさせたい。 
＜数学に関する調査結果について＞ 
基礎・基本の定着に力を入れてきたが、県平均から大きく下回った。領域では、力を入れてきた『数と

式』、『図形』が県平均を下回った。問題形式では、昨年低かった『短答式』の正答率が上がり、昨年高か
った『選択式』の正答率が大きく県平均を下回った。基礎・基本の定着とともに、課題解決において筋道
を立てて考えること、解決方法を表現する力を高めていく必要がある。 
＜英語に関する調査結果について＞ 
領域では『読むこと』については、ほぼ県平均程度である。『聞くこと』『書くこと』については、県平

均を下回った。問題形式では、『記述式』は県平均を上回っているが、『短答式』については県平均を大き
く下回った。基礎・基本の定着とともに、さらに学んだことから表現力を高めていく必要がある。 
＜生徒質問紙に関する調査結果について＞ 
どの教科も分かりやすい授業の展開に努めており、授業に対する生徒の興味、関心は高い。また、『自

己有用感』『規範意識』も高い数値であり、個性や自己有用感を大事にする人権教育に力を入れている成
果であると考えられる。課題はタブレットの活用である。昨年度より、充電を家庭で行う体制ができ、手
軽に授業や家庭学習に使える環境が整ったものの、使用状況はまだまだである。積極的にタブレットの活
用に努めたい。また、読書時間や図書室、図書館の利用が少しずつ減っている。言語活動の基礎となる読
書活動に力を入れていきたい。 


